
西 駒 演 習 林 樹 木 誌

大 倉 精 二

内 容

1

2

3

緒 言

西駒ヶ岳植物調査略史

西駒演習林の概況

参 考 文 献

4 樹 木

地 理 的分 布

5 学名索引

6 和名索引

1

1

2

6

7

別

27
3

1.緒 口

西駒演習林 (以下 ｢林｣と略する｡)は伊那市小黒日向地籍にあ り,面積 251haを占め,南は将棋頭

三角点 (2640m)をふ くむ権現ツルネで富田国有林に, 西はムナツキの尾根で 奈良井国有林に接す

る｡末 と北は伊郡市伊部財産区有林で従来は-団地をなしていた｡小黒日向とい うのは′J､黒川の陽の

意であろうが,｢林｣の大部分は北斜面で必 らずLもその名は当っていない｡言わは中央アルプスと

称えられる木曾山脈の天龍斜面の一角をなすか ら,地勢峻険で,一部を除いては踏査も困難であるO

この報告は昭和31年 8月上旬から11月中旬までの問延べ17日調査をしたさいの採品リス トである｡短

日月の緒具であるから,遺漏なきを保し難いし,種の同定に当っても誤 りがないとも言われないが,

他 日識者をまって補正完壁を期 したい｡ 記載に当 り, 参照した諸文献は 別に掲げた通 りで,特に牧

野,大井,横内,岡本四先生の著書並に論文.に拠ったところが甚だ多 く,深い敬意を表する｡

何,種の検索表は,初学の促のために必 らずLも他書の体裁によらぬ箇所もある｡

2.西駒ヶ岳植物調査略史

甲信国境のそれを棄駒ヶ岳とし,木曾境のそれを西駒ヶ岳 と呼ぶ｡伊部谷の呼称に従ったのであっ

て,志賀重昂以来普通には木曾駒ヶ岳の方が通 りがよいかも知れない｡別に甫駒 もあ り,同じく木曾

山脈の-峯で南に偏している｡

上伊部教育全編 〃駒ヶ岳研究第-輯〟とい う小冊子が昭和15年に出ている｡この山に関する古文書
びら

を宿韓,複刻 したもので,≡若干葉の絵図が添えてある｡ ｢林｣に残る扇平,マナイタグラ沢などの地

名も見える｡その末尾近 くに, /J大正9年本会は上伊部郷土自然調査の寄集を興 し,動栢砿,地質,

地形に関する全面的研究を進め云々〟とあ り,昭和 8年には牧田潤を委員長 とし7乃至9名で調査委

員会を粗級したとい う｡その調査項 目には 〃植物の垂直分布状態〝があり,昭和13年:I,1集めた資料に

〃木曾駒ヶ岳植物 目録〟が見える｡ これと併せ勘え るべきは小泉秀鯉の 〃日本南アルプス寒地植物

誌〟の謄写印刷物であって,大正11年に同郡教育会の依顔を うけた同氏が同13年 3月に及んで横内等
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の協力によって発行することを得たものである｡しかるに,そのなかに同9年 8月7日から9日まで

伊部近郊及木曾駒ヶ岳調査とあ り,同時に申南両アルプスの共通種をあげているから,前記事菜がは

じまると同時にまずこの山の調査がとり上げられたと見てよかろう｡降って昭和5年 6月に出た 〟上

伊部郡植物誌〟はよほど体裁が整い部数 も多かったと見えて,巷間まま見ることが出来る｡これによ

ると,第 8回目の調査として木曾山脈 (大正13.7･30-8.3)があ り,宮田から馬 ノ管を経て本岳,中

高,伊部前岳,宝剣を採集し,櫓王 (槍屋), 木曾殴越,垂木,南駒,越百と縦走し,与田切から飯

島に出て終っている｡しかし,寒地帯の植物は別の報告に譲るとあって,2,600m以上の植物には触

れていない｡又その別刷上伊部郡(藁認諾 hTf雫)植物総目録にも木曾山脈寒地使物については別に発

表ある筈 としている｡これらの報告の存否については詳にしない｡

小泉の言 う寒地背とは,前掲のように2,600m以上を指称するのであって武田の高山帯と内容に於

て異るところはない｡

筆者は昭和 8年武田久書,沼田大学両先生の横尾に付 して上松から登山し,赤穂に下ったことがあ

る｡その当時の印象からすれば,武田はすでに幾回かこの山に採集を行い,その植生相を悉知せるか

のようであった｡沼田門の尾中文彦は本学の前身長野農林専門学校在任中学生を指導し,両度に亘 り

〃駒ヶ岳の植生についで ′の卒業論文をつ くらせた.昭和23年度百瀬和夫,宮島女昭,同24年度渡辺

書則,矢島徹也の4君であったO文献に記した仏)及びD)である｡

昭和27年になると,横内斉は 〟木曾山脈高山植物区系とその由来〟を公にし,経ケ岳から以南恵郡

山までの植物目録を完成し, 一見界を立てた｡ 同氏が更に県内各地に調査の手をのはし, 相ついで

〟長野林友''誌上に之を発表しつつあるのは人のよく知るところである｡

伊部側からこの山へ登る路は,最も古 くは(1)権現ツルネから将棋頭を経て濃ケ池に出で馬ノ背から

本岳をきわめるもので,之につづいては(2)宮田口から御所谷,清水平を経て前岳より本岳に出るもの

で,現在最も盛んに利招される(3)内ノ萱-ムナツキ,I,- Tは最も新 しい｡むしろ(4)内ノ萱から小黒川

をきわめ,｢林｣ 内をつらぬき将棋頭の裾から直行する方が 旧幕時代には 開けていたらしい｡ しか

し,前述の調査者はいずれも第 2及第 3ル-トを利用したらしいから,｢林｣内に匪する植物学的知

見はいままでのところ皆無であったと言っても過言でない｡

その度の調査で特に新 しい種が発見されたとい うのではないが,此較的小面積を精査したとい う結

果'l=なったか ら,従来この方面で未発見であったオオヤマレンゲ,サビバナナカマ ド,ヤマコウバシ

などを採 り,木本ではないがすでに採集し尽され絶滅したと信ぜられた-クセンナヅナを小黒川上流

でみつけたのを特筆しておこう｡小泉及横内はフロラの構成因子を明らかにし所謂寒地植物の由来を

明らかにするのが主 目的であったにちがいない｡ 我々の場合では之に反し Abies,Pinus,Picea,

Larix等針葉樹諸属の分布の様相を明らかにし, 森林施業の参考にしたい 気持がっよい｡ 同時に施

行 した大規模の belttransectのある所以であるが,本稿はまず前記4君の稿を補い, 尾中の意を

継ごうとするのである｡

3.西 駒 演 習 林 の 概 況

小黒川は伊部小屋 (西駒山荘)の直下天山水に発し,-イマツを くく･りカネツルの滝をかけゴーロ

状をなし魚止滝 となって落ちる｡マナイタグラ沢 (以下マナイク沢 と略称) トウノキ沢を入れるに及

んで大きくS字形に旋回し,内ノ萱発電所を過ぎ鼠平に至って,伊部盆地に現れる｡内ノ萱はすなわ

ちウチノカイの靴であると｡今村によれは,木曾山脈は単一な砲畳でなく,これに斜交する断層群の

存在を指摘 し得 る｡地質もこれに伴って急変している場合が少 くない,と｡小黒川両岸にはしばしは

i
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ぴら
末端切面状の地形をみとめ得る｡扇平は面の形から得たものと思われる｡つまり小黒川は同氏がっと

に指摘された斜交断層の間を流下するものではあるまいか｡その際沿岸は 領家片麻岩の岩盤が露出

し,特に右岸には往々赤色のホルンフ-ルスの絶腰を見る｡長野県地質図によれは,｢林｣の属する

西駒の北峯は古生層となっているが,少 くとも1,800m以上に及べば閑雲花覇岩に 変ることは 明らか

で,風化で崩壊した堆積物が粗砂状となって数糎に達する｡鳥山は木曾山脈が駒ヶ岳で南北に分かれ

花置岩地帯と石生層とになっている,と言 うが大体のことであろう｡

演習林は大ク71,沢合流点に凌台まり,その附近では扇平のアクマ (望学台)と本流河床とでは標高差

300m を越える程度であるが,魚止滝では,940mに達し, 山腹の傾斜は時に500に及ぶのである｡

それゆえ,｢林｣内で平坦と見 られるのは,広′J､場あた りに僅かに介在するはか りである｡

伊部市役所の談話によれは,我々の林分は明治以来概ね20年毎に利用択伐を受け,大正 8-9年の

交に及んだが,その後約 7ヶ年の問継統しつつ隣接林分を併せて出材予定15万石の用材伐採をされて

いる｡当時の作業に当り投出方法は木馬一土修羅であったらしく,踏査申しはしは当時の路線の痕跡

をみとめたし,突落しのあとが野渓化した場合も見受けられた｡伐倒されたまま腐蝕した残存木はは

るかに2,300m附近まで及んでいるから,その徹底的な破壊作業は思 うべきである｡降って昭和27年

4月から5ヶ年,岩倉木材がその跡地をさらった｡この伐採は16年生以上のパルプ用材15,000石の予

定であったが,もはや昔日のような大材を欠いていたので,出材8,000石に留ったという｡調査によ

ると,胸高直径7cm,樹高 7-8m というのが最も多 く,残存蓄積推定10万石内外 (昭和31年 9月

現在)と考える｡

最高点は将棋頭 (2,680m),最も標高の低い大ク}L,沢合流点でも1,400mある.従って:全域高山又

は亜高山帯に属している｡後に記する樹木誌によると,所産樹哲は35科135種で, 地方別の共通種の

%は次のようである｡

台湾及沖縄と共通な樹種

九州と共通な樹種

四国と共通な樹種

本州南部と共通な樹種

本州北部と共通な樹種

北海道 と共通な横棒

樺太及千島と共通な樹種

2

68

80

82

17

81

別

l

1.5%

50.4

3

7

7

0

CO

59

60

86

榊

17

ほとんど本州北部と同じ樹種であると言える｡それと共通でない種は南方系統の樹種とい うことに

なるが,かかる種は,標高の比較的低い区域に限 られ,個体の数も極めて少い｡具体的に言えは大タ

ル沢から魚止滝まで,扇平を主 とした区域で,マツ-ダと思われる樹種の現われる範囲内である｡こ

の意味からこの一帯は貴重である｡

林信一は,木曾における強酸性土壌の指標植物として濯木質の うちコシアブラ,シヤクナゲの貫を

挙げ,地表植物のシノブカグマ,7クシバ,イワウチワを指榛度高し,としている｡筆者所見によれ

ばイワウチワを除き,これ らは ｢林｣内の稜線上に在}{群生をするものであって,特に水無坂 リヨウ

ブ平下方のアクシバが散生する箇所には灰白色の溶脱層らしき部分･が露れている｡ポドリル化のため

には,低温,多雨,酸性腐植の生成,基岩酸性たることを必要とする｡中部電力内ノ萱発電所の調査

による気象表を本学構内のそれと.比較して次に掲げる｡

これによると,すでに内ノ萱でも年降水量は 2,500mm から 3,000mm に及び,無霜期間4ケ月,

最低気温は-20つに近い｡これを本学構内に上ヒする与,降水量に於て,約半分に近 く無窮期間は 1月

乃至2ケ月の差がある｡又最低気温に明らかな逆転が見受けられた｡
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内ノ萱 ′(榛高1,060m)と本学構内 (772,7m)との月別気象比較表 (下段学内)

I年 月 降 水長一 気 温 備 ~ 考

フ皇 最 高 極 低 田

二 二 16.0.20.6 二 ;::1観澗 始

12円 1:::lpI::::

28 1I:::::.;

2 102.0157.0 :2:0.冒 :::

3I::::: 8.016.5 - 8.0- 8.0

_ 4 ::::引 12;:: -_ ;::

･5 289.578.5 22.026.0 - 4.00.0

6 日 :::: ≡::臣 05t

10.021.3

8 476.5274.9 30.032.7 :≡::i

9 473.5195.6 ≡; 吊 ::

10 108.489.5 18.022.7 0.00.5-

ll - 68.125.3 13.018.51- 9.0- 5.7i

12I.1:.:::‖ :..:JI1;:: 28年年降水量.3,669.402,253.00

29 11118::引 1:..0.ド :78..:

気 温年 .月 降水旦 備 一考 -

盟 最 高 l最 低

29 3 219.582.8 13二0 - 14.019.0 -10.0

- 4.0- 3.0.

-.5-+二 二 - 4.01.0

13.05.0

7 17::..25月 1…:10

8 計 器吊 :

5.~06.2

10 1:59..78日 出 ::

111 175::: 14.018.5 - 8.0- 4.-0-

12日 ::: 12.018.6 -13.0- 9.7 29年年降水量2,902.61,663.7

30 1 ≡::吊 2.ド ll::40

2 118.577.9 9.0.14.1 -19.0-14.4.

垂. 垂垂 -16.0- 9.9

4 ;:出 :: - ll.0- 6.8

5 日 :;:32 26.026.8 - .3.00.5



気 温年 月 降水旦 備 考

- 長 可 最 低

●; ll ll.Oll 13.8

8t1:.7..421 3322..15L 49..80Il

9 340.9244.8 :86..:‖ ::

- 4.00.2

lli16270吊 :出 :

12r :::73日 出 :: 30年年降水量2,590.51,544.1

31 1 :1.62:: ;::lIll:::

2日 :I.2I l;:: -15.5-14.5

3 ::79..:f 12::: -16,0-10.7

㍗ ;;:; :38:引 二 ;:80

- 2.0- 0.6

6132:49:: 28.028.9 4.05.2

7 209.7171.5 ;獄 ::::

8i42;::; 31.033.2 6.012.4

9 32:;:吊 ; 4.06.0
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4.樹 木 誌

GYMNOSPERMAE 裸 子 植 物

rAXACEAE イ チ イ 科

TAXUSLINN. イ チ イ 属

で.ellSpidataSIEB.etZUcc.イチイ (牧図,2729)
びら

甘露水,扇平｡甘露水の二株は椎樹,扇平に高さ 7m,胸高 30cm に及ぶ雌本があるのみ｡伊部谷

から山梨県にかけて生垣用として多用されているから,かつてはこの山脈にもかなりあったと想像さ

れる｡明治初年の =木曾樹木略誌''によれは当時概ね伐 りつくしたという｡横内は経ケ岳及木曾前岳

に分布するとし,島崎洋路の踏査によれは,空木岳でも稀でないと｡

PINACEAE マ ツ 科

ABIJj:SMILL. モ ミ 属

樹皮暗灰色,浅い裂目が縦横に出来る｡

幼枝無毛で光沢あり.珪具楕円状円墳形,暗紫色,葛鱗は種鱗から現れない ｡--.･･ウラジロモミ

樹皮灰青色又は灰白色,平滑｡

幼枝褐色の短毛ありO塩具円筒形,暗青紫色,葛鱗は程鱗から先端が出る. ･･･････････････シ ラ ベ

樹皮帯紫暗灰色,老木に至ると粗守造｡

幼枝黒褐色の短毛密生｡塩果卵状球形,又は広楕円形,種鱗大きく葛餅の先端は

オオシテベ

A.homolepisSIEB.etZUcc. ウラジElモミ (牧図,2714)

ダケモミ｡扇平,魚止港,水無坂,木沢,マナイク沢｡長尾根｡

｢林｣内本種の分布は狭 く,直ちにシラべに変る｡長尾根で最も高 く, 1,715m と 1,740m の問

でシラベ及び ナウヒに接する｡上伊那郡南箕輪村本学附近 (770m)では,本桂が稀でないのに,め)

は宮田口では 900m～2,150m,由)は 900m～2,200m とし特:′こ北御所から清水平 (2,000m)まで,

或は 1,200m～1,800m まで甚だ多し,とあ り,筆者もまた踏査のさいかかる印象を受けた｡本種に

田し,権現ツルネを墳とし分布上相違があるらしい｡

A.MariesiiMasters. オオシラペ (牧図,2716)

フォモ1)ナドマツJ魚止ノ頭,一丈,ノ､ンノミ上,カネツル,木馬育,長尾棋O

仏),㈱共に官田口に本種を欠くように記しているが,筆者はすでに清水平下部でシテベ, コメツ

ガ,チチブドウダンなどと少なからず混生しているのを認めた｡｢林｣内長尾根では魚止頭 (1,750m)

に姿を現わし,2,000m でシテベを数で凌ぎ,後ノ､イマツ中に没する｡木沢一丈滝附近にあるのは沢

添いに下降してきたもので,少しく普通でない｡倍,魚止頭の一株は長 11.5cm,巾 5.6cm とい う

巨大塩具をつけていた｡草下によれは,本種の塩具は普通長 6-8cm 径 3.5cm 位であると｡

A.VeiteIliiLINDL. シ ラ ベ (牧図,2715)

シテピソ｡赤岩沢,望学台,ノ､ン バ,カネツル,長尾根｡

｢林｣内針葉樹として最も蓄積が多 く, 稀には胸高直径 25cm に 及ぶのも残存するが, 多くは

15-33年生で,大正の伐採後に更新したと思われる｡稚いほど樹形よく前程と共に更新状況は捨てた

ものでない｡ウラジロモミを下限とし,2,000m でオオシテべに圧倒されるOその間ではヒメコマツ

を混生させる｡官田口で 1,700-2,500m のうち上方に多し(軸,2,000-2,500m 但)とある｡横内が

木曾山脈中経ケ岳,将棋頭,念丈,越百のみに生育し,本岳以南垂木岳に産せぬ,とするのは如何な
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ものであろうか｡

TSUGA CARE. ツ ガ 属

T.diYersifoliaM ASTERS. コメツガ (牧図,2719)

甘露水,-ソバ上,′､ソバ,望学台,長尾根,マナイク沢,広小場,扇平｡

軌 まツガと一括表示し,2,600m までのはり得るとし,1,600m～2,500mを両者の多い区間にあて

ている｡｢林｣内では往々一年枝の短毛が明らかでなく,塩具を欠くとき弁別がむつかしいことがあ

るが,詳細に調べてもツガを欠 くようである｡長尾槙には純林をなす部分･がある｡1,950m 附近がそ

れで,樹高 15m,胸高直径 18cm 内外,多 くの椎樹あり, ソウシカンノ㍉ ネコシデを僅かに況ずる

のみ｡砲床にはイワダレゴケ, リウビゴケの蔚褐発達し,コイワカガミが点生する｡

PICEA A_ DIETR. ト ウ ヒ 属

樹皮灰褐色｡針葉の断面四角形.葉裏白くない｡塩見はじめ紫色,後汚緑色｡･･････ ･･････マ ツ - ダ

樹皮帯赤褐色O針葉断面届平,葉裏白い｡塩具黄褐色｡ ト ウ ヒ

P.bieolorM AYR.マ ッ ハ ダ (草下図'49)

イラモミ｡魚止青竜,扇平O

滝左岸の急斜雌に幼い数株｡大クJL,沢合流点に梢大形の一株をみとめたが,結実するに至らぬから

同属質似種であるかどうか判らない｡

P.jezoensis CARE.Var.hondoensisREHDER ト ウ ヒ (牧図,2721)

魚止滝,甘露水,ノ､ンノミと,長尾根｡

1,700m 附近からシラべ,コメツガなどに伴って 2,500m に達する｡ 甘露水には樹皮の形相がち

が う二つの型が相ならんでいる｡ 03)は 1,400m～2,500m の問,群状に生育するとし,GA)は蛇腹沢

(1,600m)より上方森林限界までとする｡横内は経ケ岳,前岳,南的にのみ分布をみとめている｡

I.ARIX M ILL. カ ラ マ ツ 属

L.lhempferi SARG. カ ラ マ ツ (牧図,2712)

木沢,一丈,喋 々回廊,突出シ,長尾根｡

｢林｣内長尾根｡1,900m 及び 2,060m 附近には株高 17m,胸高 40cm のもの数珠あり,その他

は樹高 1.5m 位で幼い｡蝶}E回廊から赤岩沢を遠望するに侍処々に在点するようで, ノ､ンノキ屈と

共に崩境地への先駆者をなす｡林内に自生するのほ,どれも樹皮が著しく粗でなく,細枝,且枝張 り

小さく狭長円錐形の樹冠を皇する｡宮田,黒川方面につき,仏)は山麓から2,000m まで,03)は 900m

から 2,100m まで,清水平から梢多くなるとしているが,高圧巨の大でないところは植栽か,退出か

のどちらかであるO横内は木曾山脈中恵郡山にだけ分布せずとo

PINUSLIIIN. マ ツ 屈

伏臥する亜喬木｡五葉,幼枝赤禍毛あり｡塩具ほとんど裂開せず｡種子に巽がない｡-- イ マ ツ

直立する喬木｡五葉,幼枝無毛又は黄褐毛あり｡塩果裂開,翼は種子体 より長い｡I--ヒメコマツ

P.pmi laREGEL ハ イ マ ツ (牧図,2710)

長尾根,将棋頭｡

山頂を占領する本程は稜線上では沢通に比べると著しく下降する｡その時には樹形も梢立ち上るO

｢林｣内長尾根の最低生育地は 2,200m までで,辛 じて叢状を星する｡

P.ParvifloraSIEB.etZUcc. ヒメコマツ (牧図,2707)
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キクゴヨウマツ,ゴヨウマツ,突出シ,水無坂,長尾根｡

2,(X氾m 附近を上限,1,600m 附近を下限 とし,大在木は稀であるが,一般に快適な概容を示して

いる｡シラベ,コメツガ,オオシテベ等と混生するが,-クサンシヤクナゲなどと稜線上に小規模で

あるが特殊な群芸をつくることがある.例えは,長尾根 1,800m 附近では本種にコメツガ, シラペ

を交え,下層にコヨウラク,-クサンシヤクナゲ,チチブ ドウダγ, リョウブ,ミヤマノ､ンノキ,砲

床にはアクシバ,オオバスノキ,ミヤマシグレ, ツルツゲ,イワカガミがあり,イワダレゴケの碍が

のべられる｡林はこれを P.pentaphyllaMAYR.ゴヨウマツとし, 天竜峡附近の南方系のものをヒ

メコマツ P.parvifloraSIEB.etZucc.とする｡牧野は前者をキクゴヨウマツとし,後者をゴヨウ

マツとされる｡学名,和名の混乱甚しい例であるo

CtJPRESSACEAE ヒ ノ キ 科

TIIUJA LINN. ネ ス コ 属

T.StandisltiiCARR. ネ ズ コ (牧図,2698)

クロべO水無坂,長尾梶,扇平.

｢林｣内概ねヒノキと相伴って現れる｡梢大本をなす場合もあった｡:水無坂の山脚に十数株の集団が

あったと見 られる証がある｡長尾根のそれは新芽状を皇し,樹姿衰弱しているが,その高さは2,㈱ m

をわずかながら越え, この樹種の達し得る最高標高に近い｡林はヒノキと共に 2,200m まで分布し

得るとした｡

CnAnIAECYPARISSpACH. ヒ ノ キ 属

葉の先端鈍,側菓内側に曲るo葉裏気孔線Y字状｡塩果径 8mm位,種子の巽は幅

葉の先端尖 り,側葉左右に開く.葉裏略全面に白い｡後果径 5mm位｡種子の翼は

幅が広い｡

ヒ ノ キ

サ ワ ラ

C.ohttISaSIEB.etZUcc. ヒ ノ キ (牧図,2692)

水無坂,突出シ,長尾税,扇平,広小場｡

｢林｣内単独では林分をなさぬ｡長尾根の岩稜の乾燥地の三珠は,それぞれ樹高0.92,1.00,1.69m

でオオシラベ,シテベ,コメツガと共存し,同じ木曾山脈の南端恵那山頂のそれと匹敵する高距を示

す｡ミヤマ-ンノキ,ナナカマド,チチブドウダン,-ナヒリノキ,ノ､クサンシヤクナゲ,コヨウテ

ク,オオバスノキ,ツJL,ツゲを伴い,砲床にはゴゼンタチバナ,イワカガミ,クチマンネンスギがあ

る｡

木曾山脈では往々-クサンシヤクナゲ,ナガノ､ノヤマダルマと共に絶懸岩盤上を占居するが,林内

ではその傾向は必らずLも明らかでない｡こんな場合,樹幹概ね不整で伐採の斧から容易にのがれ う

るであろうに｡

C.pisiferaSIEB.etZUcc.サ ワ ラ (牧図,2693)

扇平,広′ト場｡

｢林｣内小黒川本流に沿い,林縁或いは岩盤上にいちけた形で見 られるO魚止ノ滝を上限 とするが

如 くである｡横内は木曾山脈につきヒノキ科の樹種分布について記載していない｡
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ANGIOSPERM:AE 被 子 植 物

DTCOTYLEDONEAE 双 子 菓 類

SALICACEAR ヤ=ナ ギ 科

SALIX LINN. hヤ ナ ギ 屈

S.sachalinenBisFr.ScHM. オノエヤナギ (牧図,2019)

カラフナヤナギ｡本沢,広中場,扇平o

S.BakkoKIMURA バツコヤナギ (牧図,2017)

ヤマネコヤナギ｡水無坂,赤岩訳,木沢,マナイク沢,ノ､ンノtヒo

S.ilttegm THUNB. イヌコリヤナギ (牧図,2015)

マナイク沢,木沢｡

03)にはこのほかにカワヤナギ,キヌヤナギを挙げている.横内のミヤマヤナギは天山水附近に見 ら

れるから,｢林｣内でも発見の可能性がある｡

JUGLANDACEAE ク ル ミ 科

ITEROCARYA CuNTH. サワグルミ属

p.rhoiioliaSIEB.etZucc. サ ワ グ ル ミ (牧図,2004)

木沢,広小場,扇平｡

広/ト場より下,渓畔林に少なくない.扇平の一本結実するあ り｡魚止以上にはごく少ない｡オ-グ

ルミに至っては耽ね ｢林｣外内ノ宜上部で終る｡

BETtJLACEAE ハ ン ノ キ 科

BETULA LINN. シ ラ カ ンパ 属

菓長 8-14cm,基部心臓形,具穂総状 2-4個O

葉長 10cm 以下,葉裏粉白,具穂単一,上向き｡

葉形相3角形,樹皮白色,果穂単一下垂｡

ウダイカンパ

ネ コ シ デ

葉形卵状楕円形又は広卵形,紬鋸歯,上面光沢なし,側脈 9-lo封,具穂単一上向｡-オ ノオ レ

葉形3角状広卵形,不整重鋸歯,上回多少光沢,側脈 7-12対, 具穂単一-｣二向｡-ソウシカンパ

前程に似て樹幹分岐屈曲｡ ダケカンバ

葉形狭卵形又は卵形,鋭尖頭,具穂柴垣上向,直立,楕円形,構体に特殊の香気あ り｡-ミ ズ メ

B.MaximowiC2:iaztaREGEL. ウダイカンパ (牧図,1991)

木沢,扇平O

多からず｡

B.corylifoliaREGEL.etMAXIM, ネ コ シ デ (牧図,1994)

木沢,一丈,- ソバ上,水無坂,マナイク沢,扇平｡

扇平山脚を除き,極めて普通｡長尾根上部に最も多い｡

B.platypIlyllaSuKATCHEV.γar.japonicaHARA シラカンパ (牧図,1988)

扇平｡

B.ErmaniCHAM. ソウシカンパ (牧図,1985)

長尾根,マナイク沢,扇平｡外各処 ｡

広葉樹中最も普通｡

B.ErmaniCHAM.Var.SuhcordataKoIDZ. ダ ケ カ ン バ (武田図,282)

長 尾板｡

●
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サウシカンパとの弁別は明らかでないが,林業的見地からすると分けた方が都合がよい｡武田の説

に従 う｡-イマツの得が現れるに先行し,その播延した姿を見せる｡

B.ScllmidtiiREGEL. オノオレカンバ (牧図,1995)

長尾梶｡

B.gm ssa SIEB.etZUcc.ミ ズ / メ (牧図,1993)

扇平｡

ALNUSMILI.. ハ ン ノ キ 属

葉は狭卵形,例脈 13-17対

葉は広卵形,例脈 10-12

葉は戴頭,凹頭,下面粉白

ヤシヤブシ

ミヤマノヽン′ノキ

ヤノヽズノヽ)/ノキ

A.firma SIEB.etZUcc. ヤ シ ヤ ブ シ (牧図,1986)

本沢,長尾根,マナイク沢,広′ト場｡

高 くても 2,000m を越えない｡

A.Maximowic2iiCALLIER ミヤマ-ンノキ (牧図,1984)

赤岩訳,-ソバ,マナイク沢,望学台｡

本流に沿って下降していることもある｡

A.MatstlntlraeCALLIER ヤハズ-ンノキ (牧図,1985)

カネツル,一丈,/､ンバ下,広小場,マナイク沢,望学台｡

裸地えの先駆者たることに変 りはないが,分布上 ミヤマ-ンノキ最も高 く,ヤシヤブシ最も低いO

FAGACEAE ブ ナ 科

FAGtJSLINN. ブ ナ 属

F.crenataBLUME.ブ ナ (牧図,1980)

水無坂, トウノキ小屋,扇平Q

水無坂中腹 (1,600m)でミズナラと相並んだ残存大在木は極めて印象的である｡ 官田口では,大

黒沢附近にのみ生育すると言い伽,或は中腹部に少数大木 となり生育すと言 うが03),筆者所見によれ

は,北御所径路,及中御所上では稀でないoLかし,恐らく本山童では,1,450-1,600m 僅Jt高拒●差 100-150m の問に爽 まれているものらしく,特殊な立地因子を要求するらしく思われるo樹容,
林相はこの場合,本来の姿に変 りはない｡ー

｢林｣内イヌブナを認めない｡

QtJERCtJSLINN.コ ナ ラ 属

Q.erispulaB工.UME ミ ズ ナ ラ (牧図,1975)

望学台,甘雷水,水無坂,扇平｡

前程に比べると垂直分布の範艶は広 く,今では混清歩合も大でないが,隣接林分から推すと,魚止

以下ではかなり多かったものであろう｡

.tJLnuCEAE･ ニ_レ 科

tJLMtJS ニ レ 屈

tJ.laciniataMAYR オ ヒ ョ ウ (牧図,1960)

扇平,広小場｡
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TROCIIOI)END RACEAE ヤ マ ダ ル マ 科

TROCIIODEND RON SIEB.etZUcc. ヤマ グJL･マ属

T.aralioidesSIEB.etZUcc.form.loItgifolitlm OHWI ナガバノヤマダルマ (牧図,1731)

魚止,広小場｡

｢林｣外細沢には母種を混じ,少くないが, ｢林｣内では魚止附近の岩壁に数株を認めたのみo

EUPTEIRACEAE フサザ タラ科

EUm A SIEB.etZucc. フサザ タラ属

E.polyandraSIEB.etZUcc. フ サ ザ タ ラ (牧図'1731)

広小場,扇平O

渓畔に多少認めた｡

CERCIDIPm ACEAE カ ツ ラ 科

CERCIDIPm tJM_SIEB.etZUcc. カ ツ ラ 属

短枝の葉円心形,長枝の葉精鋭頭,種子一端に巽あり,横皮若 くして縦裂-- -----カ ツ ラ

短枝の菓ほとんど円形,長枝の葉鈍頭,種子両端に巽,樹皮永 く裂開せヂ -･････t--ヒp-カツラ

C.magmificum NAKAI ヒF)ハカツラ (牧図,1729)

マナイク沢,広小場,ノ､ン六,木沢,長尾根｡

崩壊地で-ンノ･キ質に接し生ずることがある.

C.japonie皿 SIEB.etZUcc. カ ツ ラ (牧図,1728)

扇平,広小場｡

魚止ノ滝をのぼらず｡ ｢林｣外桂小場の大木は本種｡

LARDIZABALACEAE ア ケ ビ 科

､AEEBIA DECAISNE. ア ケ ビ 属

A.trifoliataDECAISENE. ミツバアケビ (牧図,1648)

広中場｡

MAGNOLIACEAE モ ク レ ン 科

MAGNOLIA LINN. モ ク レ ン 属

花時菓あり,菓倒卵形,花は有梗‥点頭｡

花時葉未発達,菓広披針形,花無榎,平閲｡

オオヤマレンゲ

ク ム シバ

M.parvifloraSIEB.etZUcc. オオヤマレンゲ (牧図,1625)

水無坂,甘蕗水,長尾税下部｡

1600m～1800m 木沢を爽む小範囲に分布するらしい｡横内は伊部谷に分布する暖地性樹種の-と

して挙げている｡

M.saucifoh MAXIM. タ ム シ バ (牧図,1624)

水無坂｡

樹高 2.5m,径7-8cm の一株をみとめた｡横内は前程と共に木曾谷の暖地性樹枝に数え,伊部谷

では挙げていない｡
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I.AtJRACEAE ク ス ノ キ 科

LIND ERATHUNB. ク ロ モ ジ 属

葉は往 }<3裂,3文脈,花時菓発達しない ｡ ダ ンコウバイ

葉羽状月亀 長楕円形,下面帯白色,短柄,小技黄褐色｡-･････--･.･･.････.･････-.･--ヤマコウバシ

葉羽状脈,決長楕円形,先端少し突出,長柄,小枝略綬色｡･.･･--- ･･･-- ･･･- ---･････ク｡モジ

I..ohttlSilobaBLUME ダンコウバイ (牧国'1597)

長尾根｡稀｡

長尾根稜線上に一株をみとめたのみ｡

i.glalleaBLUME ヤマコウバシ (牧図,1599)

扇平,水無坂｡

L.tmbellataTHUNB. ク ロ モ ジ

扇平｡

SAXIFltAGACEA瓦 ユ キ ノシ タ科

SCIIZOPⅡRAGMA SIEB.etZUcc. イ ワガ ラ ミ属

S.hydrangeoidesSIEB.etZUcc. イ ワ ガ ラ ミ (牧図,1445)

赤岩訳,ノ､ンノtヒ,長尾根,扇芋o

m RANGEA ア ジ サ イ 属

枝を剥皮すると粘る｡菓長楕円形,急に尖る｡円錐花序,多数の中性花は白色,時

時淡紅色

●

ノリウツギ

枝は少しく粗渋,葉は広卵形,花ははじめ円形の大石でつつまれ,淡紫色O･･-･･･････クマアジサイ

葉枝は梢多肉,葉は長楕円形,尾状に尖る｡白色の中性花は数個にすぎぬ｡･ -- ･--ホソバコガク

Ⅱ.panielllataSIEB. ノ リ ウ ツ ギ (牧図,1455)

ノ､ンノち 水無坂,甘蕗水,マナイタ沢,広小場,扇平｡

冗.involllCrataSIEB. タマアジサイ (牧図,1454)

広小場,魚止下,扇平｡

II.macrophyllaSERINGESUBSP.SerrataMAXINOVar.anguStataMAXINO

ホ ソ バ コ ガ タ (牧図,1448)

扇平｡

PHILAI)ELPHtJSLINN. バイカウツギ属

P.satsumanllSSIEB. バイカウツギ (牧図,1461)

水無坂,木沢,-ソバ下,広小場,扇平｡

RIBESLINN. ス ダ リ 属

R.japonictln MAXIM. コマガタケスダリ (牧田,1438)

本沢,カネツル,- ン′ヾ,扇平｡

EAnIA凪 IDACEAE マ ン サ ク 科

HAMAn4ELISLINN. マ ン サ ク 屈

Ⅱ.japonicaSIEB.etZUcc. マ ン サ ク
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扇平｡

ROSACEAE バ ラ 科

GEtJM LINN. ダイコンサウ属

α.pentapetalllm MAKINO チ ン ダ ル マ (牧図,1351)

将棋頭,権現 ツルネ｡

RtJBtJSLINN. キ イ チ ゴ 属

枝多少粉白,葉は単一,3浸裂,下面粉白,花白色,蔓無毛････=･-- ･････････････････-.--ガイチゴ

枝多少軟毛,葉は単一,3-5浸裂,下面特に脈上に毛あり,花白色,蔓外面に短毛-･･･クマイチゴ

刺なし,3′J､葉,花は下垂して濃桃色 べエバナイチゴ

刺は針状,3-5小葉,枝,葉柄,花序に脱毛あり,書にとげあり- ----･･- --･- ･-エゾイチゴ

前警 似て揖 乱 花榎にのみ舵 あり,首にとげなしo…'''◆●‥"'…'''''''''''ミヤマウラジロイチゴ ●R.mlCrOphylltlSLINN. = ガ イ チ ゴ (牧図,1375)

ハソバo

R.crataegifoliusBUNGE. ク マ イ チ ゴ (牧図'1376)

ハ-/ノ1.,マナイク沢,扇平o

R.vemtlSFocKE ペ二バナイチゴ (牧図,1373)

木沢｡

R.IdaeusLINN.Var.aCllleatissimtlsC.A.MET. エ ゾ イ チ ゴ (牧高図,40-5)

赤着沢o

R.YabeiLEV.etVAN. ミヤマウラジロイチゴ (牧高図,40-4)

本沢,ノ→ンノtL｡

PRUNtJSLINN. サ ク ラ 屈

無頼の撤状花序,花は白又は微紅色,葉に雷鋸歯,脱は葉基｡･･-･･････t-･･････.･･- -･･.･マメザクラー

無梗又は短榎で 1-3個の撤状花序,花は徴紅色で全開しないO葉に重鋸歯,腺は

葉柄上部｡

4-7偶の白花から成る短かい総状花序,荒技,葉柄,菓裏脈上に伏毛が著しい｡

葉の鋸歯は重鋸歯でない.晩は集録下方｡

白色多数花からなる総状花序,花序の下部に 1-3個の葉あり｡葉は有尾又は急鋭

尖頭,鋭鋸歯,晩は葉柄の上部｡

p.incisa TIiUNB_ マ メ ザ タ ラ (牧図,1320)

扇平｡

p.dpponicaMATSUM. ミ ネ ザ タ ラ (牧図,1319)

-ンバ,-ンバ上,長尾撮,権現ツルネ｡

p.MaximowicziiRUpR. ミヤマザタラ (牧図,1310)

-ソバ,-ソバ上｡

P.GrayanaMAXIM. ウワミズサクラ (牧田'1322)

魚止,扇平｡

一品葉身精細形のものが,扇平に相並んで生じている.精査の要がある｡

ミネザクラ

ミヤマザクラ

ウワミズザクラ
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クカネナナカマド

SORBtJSLINN. ナ ナ カ マ ド属

羽状複葉,小葉 9-ll,洋紙質で濃緑色,下面少し淡色で側脈隆起,鋭尖頭,鋭

鋸歯,十数の白花,相帯紅色,小形の花序,花弁斜上,葛歯果時直立,線毛あり,

小葉 9-13,革質,鮮緑色下面粉白,葉縁中央部以上を除けは金縁,鈍頭乃至急

鋭尖頭,多数の白花からなる花序,花弁平間,寄歯:果時内曲,褐色の撮毛あり,

ウラジロナナカマド

/ト菓 9-15,下面申肋下部に僅かに毛あることもある｡ほとんど基部まで鋸歯あ

り,多数の白花からなる花序,花弁平開,琴歯具時直立又は内曲,花弁内面下部

に往々伏毛｡花柱3-40

前程に似て,花序,花時の等筒,及び葉の下面,特に中肋に沿いて明らかに長歌

小葉 5-ll,円頭又は急鋭頭,上方のもの大形上半鋸歯あり,下面粉白,申肋に

自宅あり｡托菓相宿存,花序の下部のものは大形,扇形,牙歯がある｡黄白色の

ナナカマド

サビバナナカマド

梢多数花の花序,琴歯3角形,具時内曲,花柱2-4個-- --- -‥----･サ ンキンナナカマド

S.sambllCifoliaRoEMER タカネナナカマ ド (牧図,1401)

権現ツルネ｡

-イマツと共存｡ウラジロナナカマドの上部｡

S.弛 tstm luranaKoEHNE. ウラジE)ナナカマ ド (牧図,1401)

権現ツルネ,長尾根｡

｢林｣外では前岳の一丁ノ池附近の群落が大きい｡

S.commixtaHEDL･ ナ ナ カ マ ド (敬図,1399)

木沢,-ンノち ノ､ンノミヒ,長尾撮,マナイク沢o

渓畔と稜線とを不問,随処に現われるのはこの森林の一つの特徴のようである.オオガメノキ,サ

ウシカンパ と相並んで秋の美観を思わせる｡

S.commixtaHEDL Var･rufo-fem gineaC･K･ScHN. サビバナナカマ ド (牧図,1399変)

鹿ノ晋｡

申肋に著しい褐毛を生ずるものは長尾横車の険阻魔ノ菅に生ずるめみ｡扇平のものはこの毛が梢少

● いようで母種とみとめる｡

S.gracilisC.Kocli. ナンキンナナカマ ド (牧図'1402)

水無坂｡稀｡

Rm ACEAE ミ カ ン 科

SEI九mIIA THUNB. ミヤマシキミ属

S.jap(JrLicaTHUNB.Var.repeれsOHWI ツ ル シ キ ミ (牧図,1164変)

魚止,長尾根下部｡

EMPETRACEAE ガンコウラン科

EMPETRUM LINN. ガンコウラン属

E.rLigTtlm LINN.Var.japorLicllm K.KocH. ガンコウラン (牧図,1116)

権現ツルネ,将棋頭｡
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落葉喬木,葉は膜質で,

核に縦帯がある｡

落葉浮木,葉は膜質で,

核は平滑｡

常緑の同伏性の小港木｡

乾 くと黒褐変する｡

AQUIFOLIACEAE モ チ ノ キ 科

IREXLINN.モ チ ノ キ屈

下面淡縁,光沢がある｡葉 も花も短枝にしばしば生ずる｡

ア オ - ダ

往々表面に毛あ り,花は 3cm 位の細い榎に生 じ,具',ま下垂するO

フウリンクメモ ドキ

枝に稜がある｡葉は 長2-4cm 位で革質で光沢があり,

Ⅰ.macropodaM IQ. ア オ ハ ダ (牧図,1097)

扇平｡

I.geniculataMAXIM. フウリンウメモ ドキ (牧図1104)

扇平,長尾板下部｡

Ⅰ.nlgosaFR.ScHM. ツ JL･ ツ ゲ (牧図,1108)

-ンバ上,カネツル,魚止滝上,長尾根｡

CEI.ASTRACEAE ニ シ キ ギ 科

CEI.ASTRtJSLINN.ツルウメモ ドキ属

C.orhiclllatus THUNB. ツルウメモ ドキ (牧図,1080)

扇平｡

EtJONYMUSLINN: ニ シ キ ギ 属

菓長 5-12cm,巾 2-6cm,葉柄 8-20mm,側脈下面で棺分明｡冬芽短｡花は

微緑色,花檀 2-4cmo泉田3角状心形で4稜あ り,長巾共に 8-10mm･,･･･････････--マ ユ ミ

葉長 6-12cm,葉柄 4-8mm,下面棺著しい側脈あり. 冬芽長｡ 花は淡操色

4数,長梗長さ7-12cmo具は届4稜形濠辺に水平に開 く広巽あ り,翼 と共に巾,

2～2.5cm

葉長 5-10cm,葉柄 3-6mm,脈は下面に稽隆起｡冬芽長｡花は白色又は微紫

色 5数｡具は球形,径 10-12mm

ヒロノ､ノツリバナ

ツ リノヾ ナ

小港木.枝緑色,細い4条線｡葉脈下面に隆起,花は帯紫色｡具は球形｡ ･･･--･- ･･-サ ワ グ ッ

精小潅木｡枝円 く,旗色,後暗赤褐色｡ 葉は生時紋があるO花は暗紫色.具は

鎌状の翼をもち,紫色｡

E.SieholdintlB BLUME マ ユ ミ (牧図,1083)

伝/ト場｡

E.melananthtlS FRANCEetSAVAT. サ ワ ダ ツ (牧図,1090)

広小場,水無坂｡

E.macropteraRUpR. ヒE3ハノツソバナ (牧図,1089)

広′ト場,水無坂,木沢,マナイク沢｡

E.oxyI血ypylla M IQ. ツ リ バ ナ (牧図,1088)

赤岩訳,長尾根,扇平｡

E.tricarplは KoIDZ. タロツリバナ (牧図,1091)

赤岩訳,長尾根｡

クロツリノヾナ
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ACERACEAE カ エ デ 科

ACERLINN. カ エ デ 属

7-9裂の掌状葉,細鋸歯,柄は花桓と共に白い軟毛があ り,葉長の1/2乃至同長｡

花は帯黄色,複散房花序｡趨具ほとんど無毛,一直線近 く開 く｡･--･- -･-- -コノ､ウチワカニデ

7-9裂の掌状葉,重又は欠Zr.状鋸歯, 柄は花梗と共に少 くとも芳時軟毛あり,

葉長の1/2-1/4〇花は暗紅紫色,撒房花序O麺果初め軟毛･後無毛,鈍角をなす0--ウチワカ干デ

9-13裂の掌状葉,稽著しい重鋸歯,柄は花梗と共に無毛,完全花は紅紫色,樵

花は黄白色,稽複讃歌房花序｡子房に軟毛がある.速見は無毛,ほとんど平開･.･オオイクヤメイゲツ

5-9裂の掌状葉, 裂片は狭卵形,尾状に尖るり柄は帯紅色,時に重鋸歯又は欠

刻がある｡淡置:色の撒房円錐花序｡麹具は鈍開O ヤマモミジ

9-11裂の膜様のうすい掌状葉,著しい欠刻状の宴鋸歯,裂片は精按針形で,深

い切れの先端が丸い｡柄は花梗と共に無毛で細い｡花は淡黄色で紫赤色を帯び,

複撤房花序｡趨具は多くの場合ただ 1で平開,軟毛を疎生することあり｡--･ヒナ-ウチワカニデ

5-7裂の掌状葉, ≡若枝と共に短毛密布し,特に葉脈附近に多い｡花は帯黄色,

総状花序で直立.麹具は鋭開,有毛｡ オガラバナ

5-7裂の掌状葉,枝 と共に脈上に白秋毛,重鋸歯｡ 柄は葉と同長又はこれより

長い｡花は淡黄色,無毛の短梗ある短絡状花序｡短見平田に近い｡-･･-･･･---=アサノ-カニデ

葉は単純又は三浅裂し,梢3角形ム不整の鋭又は鈍細鋸歯,下面脈肢に赤褐毛｡

無毛の柄は葉より短かい｡花は淡黄色で総状花序｡無毛の麹泉は平閑に近い｡-･ ----ウリカェデ

葉は単純又は三溝裂し,梢 5角形.不整の鋭細鋸歯,下面しばしは粉白｡花は帯

縁白色で総状花序;A T無毛の麹具は平閑に近 い ｡ ホツェカェデ

掌状に5探裂,概形楕円形,欠刻及欠刻状雷鋸歯,往 基々部に短かい裂片がある｡

柄は帯赤色で無毛｡花は帯紅黄色,短総状花序｡麹具は広 く,且直角に開 く｡･-- ---ミネカニデ

某は3又は5浸裂,梢5角形,枝は夜色,花は黄色で稔状花序,超具稽直角祐毛

を密生する｡

掌状 5深裂,雷鋸歯.葉柄褐毛粗生｡総状花序の節にのみ少しく褐毛｡麹果狭 く,

鈍又は平閑〕

A.Sieboldiantlm MIQ. コハウチワカエデ (牧図,1055)

扇芋o

A.japonictlm THUNB. -ウチワカエデ (牧図,1053)

甘露水,木沢,扇平｡

A.Shirasawantlm KoIDZ. オオイタヤメイゲツ (牧図,1056)

扇平｡

A.PalmatLmtTHUNB.Var.MatBIImuraeMAXINO ヤマモミジ (牧図,1051)

魚止｡

A.tenllifolium KoIDZ. ヒナハウチワカエデ (牧図,1057)

広′ト場,扇平o

A.AIonoMAXIM. イタヤカニデ (牧園,1066)

木沢,広/J､場｡

A.uknrtlZtdueneTRAUTV.etMET. オ ガ ラ バ ナ (牧図,1059)

木沢,ノ､ンノ,.,-ソバ上,中継,水無坂,広′ト場,マナイタ沢,扇平,外各処｡

A.argnttlm MAXIM. アサノハカエデ (牧図,1058)

ウリ-ダカニデ

コミネカニデ
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A.crataegifolium SIEB.etZUcc. ウ リ カ エ デ (牧図,1062)

扇平｡稀｡

A.capilupesMAXIM. ホソエカエデ (大井･p748)

扇平｡稀｡

A.rtlfinerveSIEB.etZUcc. ウリハダカエデ (牧図,1063)

扇平,広小場｡水無坂｡

A.micranthtLn SIEB.etZUcc. コミネカエデ (牧図,1061)

扇平｡広小場｡長尾梶,水無坂,木沢｡

A.Tsd10nOSkiiMAXIM. ミ ネ カ エ デ (牧図,1060)

- ソバ上,長尾根,扇平｡

RIIAMNACEAE タロウメモ ドキ科

RIIA加U汀USLINN. タロウメモ ドキ属

R.costataMAXIM. ク ロ カ ン バ (牧図,1031)

扇平｡稀｡

VITACEAE ブ ド ウ 料

VITSLINN. ブ ド ウ 属

Ⅴ.eoignetiaePuLLIAT. ヤ マ ブ ド ウ (牧図,1025)

扇平｡

クズが内ノ萱で木柱に変 り, 扇平上部で本桂はネマガリザサに変る｡ この転換はかなり鋭いよう

で,研究に価する｡

TtIJACEAE シ ナ ノ キ 科

TILIA LINN. シ ナ ノ キ 属

で.japonicaSIMK. シ ナ ノ キ (牧図,1015)

望学台,甘蕗水,扇平｡

扇平をのぞいては多 くない｡

ACTINIDIACEAE マ タ タ ピ 科

ACIIINIDIA LINN. サ ル ナ シ 属

A.argutaPLANCHetMIQ. サ ル ナ シ (牧園 '989)

扇平｡

A.1iolomiktaMAXIM. ミヤママタタピ (牧図,991)

赤岩沢,本沢,扇平｡

ARALIACEAE ウ コ ギ 科

ARALIA LINN. タ ラ ノ キ 属

A.elataSEEMANN. タ ラ ノ キ (牧図'852)

-ンバ,ノ､ソバ上,長尾根,マナイク沢,扇平｡

●
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ACAm HOPANAX MIQ. ウ コ ギ 属

A.sciadophylloidesFRANCE.etSAVAT. コ シ ア プ ラ (牧図'855)

水無:坂,長尾板,扇平｡

JiALOPANAXMIQ. ハ リ ギ リ 属

Ii.septemlobtISKoIDZ. - リ ギ リ (牧図'854)

扇平｡稀｡

OPLOPAyAXMIQ. ハ リ ブ キ 屈

0.japonicusNAKAI ハ リ ブ キ (牧図'857)

甘雷水,木沢,広小場,魚止｡

CORNACEAE ミ ズ キ 料

耳RI.WINGIA WILLD. ハナイカダ属

耳.japonicaF.G.DIETR. ハ ナ イ カ ダ (牧図,788)

扇平｡

CORNUSLINN. ミ ズ キ 属

C.contmversaHEMSLEY ミ ズ キ (牧園,789)

扇平｡

DIAPENSIACEAE イ ワ ウ メ 科

DIAPENSIA LINN. イ ワ ウ メ 属

D.hpporLicaLINN.Var.ObovataFR.ScHM. イ ワ ウ メ (牧図'786)

将棋頭｡

CLETHRACEAE リ ョ ウ プ 科

CIRTm A LINN. リ ョ ウ プ 屈

C.barbinervisSIEB.etZUcc. リ ョ ウ プ (牧図,782)

水無坂,木沢,望学台,マナイタ沢,長尾梶,扇平｡

El王ICACEAE ツ ツ ジ 科

TltIPETALEIA SIEB.etZucc. ホ ツ ツ ジ 属

枝に3稜,葉は鋭頭で鈍端,両面共:,=中肋上に毛あり.円錐花序で多数花,尊は

枝に鈍条があって稽円く,葉は円頭又は鈍頭で無毛｡円錐花序で少数花,毒は離生｡

ミヤマホツツジ

T.bracteataMAXIM. ミヤマホツツジ (牧図'773)

長尾杭｡望学台｡

T.paniculataSIEB.etZucc. ホ ツ ツ ジ (牧図,772)

扇平｡
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MENZIESIAJ.E.S.MITH. ヨウラクツツジ屈

芽鱗の縁辺に腺なき毛あ り,葉は縁辺,表面,下面の肋上に毛あ り,上面緑色下面

淡色｡花淡黄白色,斜童形,雄蕊は無毛,花冠の裂片と同数｡･-- ･-- --- -･･コヨウラクツツジ

内側の芽鱗の線辺に線毛あり｡葉は縁辺粗毛後細鋸歯,上面緑色下面往々帯白色,

中肋に届平なる圧毛を散生.花は帯紫紅色,稀に淡黄緑色,~狭い鐘形,子房に脱毛,

雄蕊:･ま自宅あ り,花冠裂片の倍数

M .pentandraM AXIM. コヨウラクツツジ (牧図,748)

-ンバ上,長尾根,望学台,水無坂,扇平｡

M .multifloraM AXIM. ウラジFlヨウラク (大井,p.882)

RIIOI)ODEND RON LINN. ツ ツ ジ 属 -

常緑潅木｡葉は無毛,時に軟褐毛を散生,上面は平坦,又は小脈少し凹入,葉の

基部稽心臓形｡芽鱗は脱落｡花冠微紅色で内面の一部に淡緑色の斑点がある.

ウラジpヨウラク

-クサンシヤクナゲ

常緑潅木｡無毛,上面小脈凹入して小紋あり,小脈の網状著しいO花は淡黄色O

キバナシヤクナゲ

落葉潅木｡葉は枝端に数個叢生,上面光沢を帯び,下面往々粉白色,葉柄に脱毛あ

り,花は白色,上半に紫点あり,5裂｡5雄蕊中2個は花糸短かく自宅密生する｡

落葉潅木O小枝に褐剛毛.葉は両面特'/=下面の中肋上に褐剛毛,夏季のものは越

冬,小形,春葉は大形｡花は赤色で頂生｡

落葉潅木｡葉は枝頂に3個輪生状に生 じ,広菱形で褐毛を密生する｡英に先だつ

て紫花を開 く｡

ノヾイカツツジ

ヤマツツジ

トウゴクミツ-'ッ ツジ

R.FauriaeFRANCH. ハクサンシャクナゲ (牧高図,2813)

水無坂,魚止,長尾根,突出シ,マナイク沢,扇平｡

R.cltrysantIltlm PALL. キバナシ クナゲ (牧図,751)

将棋頭,カネツル｡

R.semibarbatllm M AXIM. バイカツツジ (牧図,753)

扇平,広小宴｡

R.Eaempferi PLANCH. ヤ マ ツ ツ ジ (牧図,765)

扇平｡

R.Wadantm M AKINO. トウゴクミツバツツジ (牧因,759)

魚止,木沢｡

PHYILODCE SALIB. ツガザタラ属

常緑壊少潅木,(7-20cm)O 葉の下面中肋は葉の幅の約1/3,花冠淡紅色,寄裂片

の背面無毛｡

常森填少潅木 (10-30cm).葉の下面中肋は狭 く葉の幅の約1/5｡花冠淡黄緑色,

毒裂片の背面特:こ基部に脱毛密布す｡

P.ldpponlca M AXINO. ツ ガ サ ク ラ (牧園,743)

将棋頭,権現 ツルネ｡

P.alellticaA.HLLER. アオノツガサクラ

ツガザクラ

アオノツガザク･ラ

●
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将棋頭,権現ツルネ｡

I.OISELEtJRIA DESV. ミネスオウ属

L.proctlmbenBDESV. ミ ネ ズ オ ウ (牧図,745)

権現 ツノレネ｡

ARCrERICACovILE. コメバツガザタラ属

A.nanaMAKINO コメバツガザタラ (牧図,732)

将棋頭,権現ツルネ｡

IJEtJCOT江OED.DoN イワナンテン属

I..GrayanaMAXIM.Var.OblongifoliaOHWI. ハナヒリノキ (牧図,740)

赤岩訳,長屋根,マナイク沢｡

L.GrayanaMAXIM.Var.pminosaOHWI‥ ウスユキハナヒリノキ (大井,P･900)

木沢｡

前程の葉蓑粉白なるもの｡

ENEIAm USLoUR. ドウダンツツジ属

E.matsudaiKoMATSU チチブ ドウダン (大井,pl904)

ノ､ソバ,赤岩訳,水無坂,カネツル,望学台,扇平｡

GAtJLTHERIA LINN. シラタマノキ属

G.miqtlelianaTAKEDA. シラタマノキ (牧図,729)

権現 ツルネ｡

ARCrOtJSNIEDENZU. ウラシマツツジ属

権現ツノレネ｡

VACCINItJnILINN. ス ノ キ 属

常緑小港木｡菓長 1-2.5cm,革質,上面光沢あり,下面淡緑で黒点を散布,縁辺

少しく外曲｡花序は数花からなり,具は紅熟｡

落葉藤木｡枝は稜角あ り,葉長 2-4cm,洋紙質,下面少し淡白色,:全線｡花

は単生｡実は黒熟｡

落葉潅木o枝円 く時に2縦清｡葉と共:,,=多少自宅｡菓長 3-8cmo莫 1-3個

枝の梢先端に肢生｡具は黒紫色に熟す｡

Ⅴ.Vitis-IdaeaLINN. コ ケ モ モ (牧図,723)

権現ツルネ｡

Ⅴ.axilareNAKAI タ ロ ウ ス ゴ (牧図,719)

将棋頭｡

V.SmalliiA.GRAY オオバスノキ (牧高図,29-6)

ノ→ソバ上,ノ､ソバ下,カネツル,望学台,魚止上,長尾板,水無坂｡

コ ケ モ モ

クロウスゴ

オオノヾスノキ
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耳UGERIA SMALL. ア ク シ バ 属

H.japonicaNAKAI ア ク シ バ (牧図,725)

魚止上,蝶々,水無坂,扇平,長尾根｡

林信一によると,本種はシノブカグマ,イワウチワと併んで強酸性土壌の指標植物であるとい う｡

STYRACEAE エ ゴ ノ キ 科

PTEROSTYRAX SIEB.etZUcc. ア サ ガ ラ 属

p.hispidaSIEB.etZUcc. オオバアサガラ (牧図'672)

扇平｡

OIJ5:ACEAE モ ク セ イ 科

LIGUSTRUM LINN. イポタノキ属

I..TschonosckiiDECNE ミヤマイポタ (牧図,659)

扇平｡

FRAXINtJSLINN. トネ リ コ 属

F.SpaethianaLINGELSH シ オ ジ (牧図,667)

扇平o

F.mandshuricaRUpR.Var.japonicaMAXIM. ヤ チ ダ モ (牧図,666)

本沢,扇平｡

F.SieholdianaBLUME コバノトネリコ (牧図,659)

扇平,広小場,水無坂｡

コバノナネ1)コを除 くと,どれも幼令で識別が困難である｡ しばらく記して高調を待つこ ととす

る｡

CAPRIFOLIACEAE スイカヅラ科

SAMBUCtJS LINN. ニ ワ ト コ 属

小喬木｡花序に痔状突起あり｡

花序の癒状突起伸長して毛状｡

S.SieboldianaBLUME ニ ワ ト コ (牧図,322)

カネツル,木沢,広小場,マナイク沢,扇平

S.SieboldianaBLUMEVar.MiqtleliiHARA エゾニワトコ (大井,9.1096)

-ンバ,木沢｡

VIBtJRNtJM LINN. ガ マ ズ ミ 属

落葉亜喬木O宕時全株に毛あり｡葉基部心形,概形円形,短鋭尖頭｡撤房花序,

外柳 こ大形の中性花｡

落葉潅木,変化多し｡葉広卵形,党端短足状,不整の鋸歯,菓面 うす く毛あり｡

撤房花序精々細い粒状瞭点｡

- ワ t.コ

エゾ-ワトコ

オオガメノキ

ミヤマガマヅミ

落葉潅木｡茎の下部は闇伏す｡菓卵形又は長卵形,上面光沢あ り,下面脈上に星毛｡

乾けば異変｡撤房花序,白色で紅紫色を帯ぶ｡

V.fureatum BLUME.オオガメノキ (牧図,319)

ミヤマシ〆レ

●
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本沢,-ン--i,-ン六,長尾虎,魚止,広小乳 房平｡

V.WrightiiMIQ. ミヤマガマズミ (牧図,312)

扇平｡

V.urceolattlm SIEB.etZUcc. ミヤマシグレ (牧図,318)

水無坂,-ンノミ上,長尾横,扇平｡

ABELIAR.BR.ツタバネウツギ属

A.spathulataSIEB.etZucc. ツタバネウツギ (牧図,307)

水無坂,マナイク沢,扇平｡

WEIGELA THU王‡. タニウツギ属

W.decoraNAKAI ニシキウツギ (牧図,293)

マナイタ沢,扇平｡

GRAMtNEAE イ ネ 科

SASA MAKINOetSHIBATA サ サ 属

梓は2m以上,基部斜上,無毛,節に細毛,上面無毛,下面有毛｡･-･･---･･---ネマガリダケ

梓は 1-2m,時に賛少となる｡菓無毛,2-4個ずつ生ず｡-----=---･･･--チシマザサ

S.senanenBis REHD. ネマガリダケ (大井'p･82)

扇平,-ンノtヒ,長尾根｡

｢林｣では著しい蔓延を見ないが,隣接林分では大面積を覆っている｡

S.EurilerLBisMAKINOetSHIl3ATA チシマザサ (大井,p.82)

扇平,ノ→ソバ上,長尾根｡

多からず｡

●
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地 理 的

二-I-- ---:-_
イ チ イ 科 イ チ イ

マ ツ 科

オ

シ

コ

マ

ト

カ

ラシ

ラ

オ

ツメ

べ

ベ
ガ

ツ - ダ

ウ ヒ

ラ マ ツ

ハ イ マ ツ

ヒ メ コ マ ツ

ヒ ′ キ 科 不 ズ コ

ヒ ノ キ

サ ワ ラ

ヤ ナ ギ 科 オ ′エヤナギ

パ ブコヤナギ

イヌコリヤナギ

ク ル ミ 科 サ ワ ダ ル ミ

- ソ ノ キ科 ウダイカソバ

ネ コ シ デ
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ヤ-ス-ソ ノキ
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イ ワ ガ ラ ミ
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州 1北 l樺千

南 l中 l北 l遺 l大島
備 考

Jl.イカウツギ

コマガ タケス〆 7)

マ ン サ ク 科 マ ン サ ク

バ ラ 科 チ ソ ダ ル マ

ク マ イ チ ゴ

べニ),.ナイチ ゴ

ミヤマ ウラジpイチ ゴ

ニ ガ イ チ ゴ

- ゾ イ チ ゴ

マ メザ タ ラ

ミネ ザ ク ラ

ミヤマザータラ

ウワ ミズザ クラ

タカネナカマ ド

ゥラジロナナカマ ド

ナ ナ カ マ ド

サ ビバナナカマ ド

ナンキンナナカマ ド

ミ カ y 科 ツル シ キ ミ

ガンコウラン科 ガン コウラン

モ チ ノ キ 科 ア オ - ダ

フウ リソウ メモ ドキ

ツ ル ツ ゲ

ニ シ キ ギ 科 ツル ウ メモ ドキ

iEil Eiig ミ

サ ワ ダ ツ

ヒp- ノツ7)パナ

ツ 1) ){ ナ

クpツ1))1'ナ

カ エ デ 科 コハ クチ-カェデ

-ウチ-カェデ

オオイタヤ メイグ ッ

ヤ マ モ ミ ジ

ヒナ- ウチ- カェデ

イ タヤカェデ

オ ガ ラ バ ナ

ウ リ カ エ デ

ホソエ カェデ

ウ リ-ダ カェデ

アサ ノ- カエデ

コ ミネカエヂ

ミ ネ カ エ デ

クpウ メそ ドキ科 ク ロ カ ン バ

ブ ド ウ 科 ヤ マ ブ ド ウ

シ ナ ノ キ 科 シ ナ ノ キ

マ タ タ ti'科 サ ル ナ シ

+
十
十

十

十
十

十
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関東以西近畿まで

+
十

十

十

+
+
+
十

+
十

十
十
+
+

十

十

十

十
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ミヤママ タダビ

ウ コ ギ 科 タ ラ ノ キ

コ シ ア プ ラ

ハ TJ ギ 1)

ハ リ ブ キ

ミ ズ キ 科 - ナ イ カ ダ

ミ ズ キ

イ ワ ウ メ科 イ ワ ウ メ

リ ョ ウ ブ 科 リ ョ ウ プ

ツ ツ ジ 科 ミヤマホツツジ

ホ ツ ツ ジ

コヨウラクツツジ

ウラジpヨウラク

- クサ ンシャクナゲ

キバナシャクナゲ

バ イカツツジ

トウゴク ミツ }l'ッッジ

ツ ガ ザ ク ラ

アオ ノツガザ クラ

ヤ マ ツ ツ ジ

ミネ ズ オ ウ

コメ)､'ッガザ クラ

シう タマ /キ
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ウスユキ-ナヒ リノキ
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オオJlス ノキ
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ヤ チ ダ モ
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チ シ マ ザ サ
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大峯山
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中部地方以北
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十

十
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5.学 名

A.Spathulata･･ ･･･････-････ ･･･-････････ ･････.･.-･23

A.homolepis--･-----･----･-･--- 7

A.Mariesii

A.Veitchii

ACANTHOPANAX･･---- - - -･-････--19

A.sciadophylloides ････････ ････････････ ･･････････19

ACERACEAE

A.capillipesH-- ･･--･ - - -----･･-･18

A.crataegifolium ---･-･ ･･･- - - - ---18

A.japonicum･･ ･････････ ･････････ ･･･ ･ - .･･-.･ ･･･････17

A.micranthum･- --- -･-- ---･--･--18

A.paZmatum var･matsumurae･･ ･･,･･･-･････17
A.Shirasawanum･-･---･-- -･‥-･--･･･17

A.Sieboldianum ･- ･--- ------･･--17

A.tenuifolium-･---- - - --- ----17

A.Tschonoskii ---･-･-- ---- ･----18

A.ukurunduene ----- --･･-- ---･-17

A.rufinerve-------- - -･･-- ･･-･･--18

ACTINIDIACEAE･-･-･･･--･--･･--･--･-18

ACTINIDIA

A.kolomikta- ･--･ ･--- -･･･-- - -･-18

A.trifoZiata･････ ･････････ ････.･.･- I, ･･. ･････････--12

A.Matsumurae･･ ･････････ ･･. ･･･ ････.････-････････11

A.Maximowiczii--･-･-- - ･--･--･11

AQUIFOLIACEAE - ････-- ･-･-- -----･16

ARALfACEAE ･-･----i---- --- -･--18

ARCTERICA

A.nana

ARCTOUS

索 引

A.alpinus

B

BETULACEAE･･ ･････････ ･･.･･････ ･･･････ ･･-･･.･･ ･･････10

BETULA

ち.corylifolia - ･- --------･ ･---10

B.Ermani

B.Ermaniγar.subcordata･---- -･-10

B.grossa

B.Maximowicziana - -･-- ･-･-･-･-･-10

B.platyphylla∀ar.japonica-･- - ･-=10

B.Schmidtii･- -･-----･-- ------ll

C

CAPRIFOLIACEAE-･------- -･- --22

CELASTRACEAE--------‥---･-･--16

CELASTRUS

C.orbiculatus------- ---････ ･--16

cERCIDIPHYLLACEAE -･･- ･-- -･-- ･-12

CERCIDIPHYLLUM ･･---･-･------･--12

C.magnificum- ----------- --･12

C.japonicum - ---･- -･･-----･-･12

CHAMAECYPARIS-- ･･------- ･-･･- 9

C.obtusa

C.pisifera

CLETHRACEAE - ---･----･･---･････19

CLETHRA

C.barbinervis- ---･･･-･- ･--･-･-･-19

CORNACEAE

CORNUS

C.controversa--･---････- - -･･･- --･19

CUPRESSACEAE----･------- ･･--･9

D

DIAPENSIACEAE ------･･･- -･･---･19

DIAPENSIA

D.lapponicavar.obovata ･--･･- --19

E

EMPETRACEAE･-- -･･-- -･･･----･-･-･15

EMPETRUM

E.nigrum γar.japonicum---･-･- --･15
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ENKIANTHUS- - ---･- --.- --- --21

E.matsudai----･･----…‥-･-=--21

ERICACEAE

EUONYMUS

E.macroptera- --･= -･･----- ･--･16

E.melananthus-- ･--- ･･･-･･･- ---16

E.oxyphylla---=---･----･- -･-16
E.sieboldinus･･ ･･････.･･ ･-････････ ･･-･.･･･ ･･･････16

E.tricarpus- ------･･･-･-- -･･-･16

EUPTELEACEAE------･--･‥----･12

EUPTELEA

E.polyandra--･---- ---‥･--- --12

F

FAGACEAE

F.crenata

FRAXINUS

F.mandshurica∀ar.Japonica--- ---22

F.sieboldiana-----･-･･----･-･･･22

F.spaethiana---･･--- ･---･----22

G

GAULTHERIA-･･･- ---- ---･--･--21

G.Miqueliana･- -･･=---･- --- -･--21

G.pentapetalum-･- ----･--- -･--14

GRAMINEAE

ⅠI

HAMAMELIDACEAE-‥･---･-･----･-13

HAMAMELIS

H.]'aponica･. ･-･･････ ･･･ ･･･ ･････････ ････････.･･.････13
HELWINGIA

班.japonica---･･･-------･-･--19

HUGERIA

H.japonica-- ---- -･･--･-･--･･22
HYDRANGEA･･ ･-･.･ ･-･.････ ･.･･.････ ･･･ ･.･ ･･･････.･･13

H.involucrata･- --- -･-･-･---･--13

H.macrophyllaserfataγar.
angustata-13

H.paniculata- --･- -----･- -･--13

Ⅰ

I.geniculata･----･･-･-･- --- ･---･16

I.macropoda･･--････- -----･---･-16

Ⅰ.rugosa

J

JUGLANDACEAE - ･--- --------=-･10

E

KALOPANAX - ･-･---･･･- --･--=-･=-･19

K.septemlobus-･･ ･--･･---------･19

L

LARDIZAtiALACEAE -- ･- -･- =･--･--･12

L.Kaempferi

LAURACEAE

LEUCOTHOE

L Grayanaγar.oblongifoiia-----･･21

L Grayanaγar.pruinosa-･------･-21
LIGUSTRUM

L.Tschonosckii･- - - --- -------22

LINDERA

L. Obtusiloba-･------- --･- ---13

L.umbellata-- ･･ ･ - -------･･- --13

LOISELEURIA･- --- ‥-･･- -- ･･･-- --21

L.procumbens-- ---- --------- -･21

A王

MAGNOLIACEAE･･ ･･･ ･･- ････.･･････ ････.･.･･ ････.-12

MAGNOLIA

M.parviflora･.･･･ ･･･････.-･･-･･･.･･-･････････.･12
M.salicifolia･･ ･.･ ･･- ･'････.･ ･････････.･･ ･･･ ･････.･12

MENZIESIA

M.multiflora - - ･-･- ･.-- -･----･-20

M.pentandra-- ---･----=･-･-･=-20

0

OLEACEAE

0.japonicus--･･-･･--･- ･･･-- ･･----19

P

PHILADELPHUS･･ ･--- ----･-･- ･-･-･--13

P.satsumanus-----･----･･---･-･13

PIiYLLODCE 20



P.aleutica

P.nipponica･-･･･- --- -･･･- ･--･･･--･･20

P.bicolor

P.jezoensisvar.horldoensis-････････-･･8

PINACEAE

P.parviflora- - --- - ‥-･--- - - =- 8

P.pumila

PRUNUS

P.Grayana ････-･･････････････.･･････････-･-･･････14

P.incisa

P.Maximowiczii - -･･-･･-･･- -･-.= --14

P.nipponica･･---････.･･･････-I.･-- ････-･･14

PTEROCARYA･- ---- ･･----･--･--10

P.rhoifolia----･･- - --･--.- ･･--10

PTEROSTYRAX ･･---･-･-･････- ･-----22

P.hispida

QUERCNS

R

RHAMNACEAE-------･･---….…--18

RHAMNUS

RHODODENDRON -･- ･--- --…‥･-･…20

R.chrysanthum-･- ･------･･---･20

R.Fauriae

氏.Kaempferi ---- =-- --･--- ･--20

氏.semibarbatum -･- 1---- -･…---20

氏.Wadanum--- ･- --- -･-･･-･･=--20

a.japonicum･･････････････････････････-･･-･････････13
ROSACEAE

R.crataegifolius-=･---=--･- -･･-･14

R.Idaeusγar.aculeatissimus- - --･-14

R.miCrophyllus･････････-････････････････-･･･････14

R.vernus

R.Yabei

RUTACEAE

SALICACEAE

29

10

10

10

10

S.sachalinensis･･･････････････････.･･-････.･･･････10

SAMBUCUS
S.Sieboldiana･- --- ･･･-- --- -･--･22

S.Sieboldianaγar.miquelii-- --･･-･22

S.kurilensis- ････-･---･･--･- - ･･･-････23

S.Senanensis･- - --･- --･---･-･---23

SAXIFRAGACEAE-----･- --- --=-･13

SCHZOPHRAGMA ･･････････- ･･･････････････････････13

S.hydrangeoides･････････--･･･････････････････････13
S冗IMMfA

S.japonicaγar.repens- - - --- ･･-･15

SORBUS

S.commixta････････････････････････････････････.･････15

S.commixta∀ar.rufo-ferruginea･- ･-･15

S.gracilis

S.Matsumurana--- -- --- --･･･-15

S.sambucifolia･.･-･･･････.･･･････････････････････15

STYEACEAE

TAXACEAE

T.cuspidata-･･･--･-- -･･- ･-･- --･- 7

T.Standishii･･-･--･--------‥-･9

TILIACEAE

T.japonicaH- -･-- ･---- ･･-- ････-18

TRIPETALEIA･･････.･･････-･･････････････････.･････-･19

T.bracteata----･- ･･--･--･- --･-19

T.paniculata･- ---- --- ･-----･19

TROCHODENDRACEAE -------､･- -･12

TROCHODENDRON ･- ･･･-- ･･-- -･-- -12

T.aralioides- ･- ･- --･･--･･-･--=･.MH12

T.diversifolia･･--- -･･･---- -･- ･-･8

U

ULMACEAE
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U.laciniata- ･-･-- --･･- ･t-- --･･-･ll

V

VACCINIUM

V.axilare

V.Smallii

Ⅴ.Vitis-Idaea------ ･･-- --･- ･--･21

VIBURNUM

Ⅴ.土urcatum---- ･-･-･--- - --･---22

V.urceolatum･････.･･.･････････････････････････.････23

V.Wrightii----- -･--･･-･- ･-- --23

VITACEAE

Ⅴ.Coignetiae･･- ---- -- ‥---･･--18

W

WEIGELA

W.decora

●

●
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6.和 名 索 引

エゴ ′キ科
ア

アオノツガザクラ- - - ---･-･------ --20

アクシ}1.局

ア

アケビ科

アケビ属

7

7

7_
7_
0

3

2

9

9

9

3

3

1

ウスユキ-ナヒリノキ- ---------- ･-･=21

ウダイ

ウラシマツツジ属 - ･- ･ ･ ･･･.･.･･･- ･･･････.-･ .･･-･･･21

ウラシ'マツツ

ウラジpナナカマ ド･･.･･ ･ ---- - ･‥ -.･..･･ ･ -･･-･15

ウラジpモ

ウラジpヨウテク-------･-･･････----20

ウワ ミズザクラ

巨≠

オ

オオイタヤメイグッ･-･･-･.･-･-･･- - .･･････- -･17

オオガ メノキ

オオ}ミアサガラ

オオ}ミスノキ

オオヤマレン

オガラバナ

オノエヤ

オ ′オレ

オヒョウ

カェデ科

カェデ属

カラマツ属

ガマズ ミ属

ガンコウラ

ガンコウラy属

ガンコウラン

キイチゴ属

22

7

22

21

12

17

10

ll

ll

7

7

2

2

2

8

8

2

5

5

5

1

1

1

1

1

2

1

1

1

キJlt'ナシャクナヂ- - -･････ ･･- - -･････ ･･. ･ ･･ ･-･･･20

ク

クス ノキ科

クマイ

クノレミ

クロウメモ ドキ科 - ----･-･--- ･-----18

クt･ウメモ ドキ属-･･･:- ･･･ .･-･･---･･- --･･･:･･18



ダイコンサウ属

タカネナナカマド.･ ･-･-･･-h･････ ･･‥･-･ ･････-･･‥･･10

タニウツギ属

タマアジサイ

コハウチハカェデ-----------･-‥-･17

コ)17トネ1)コ

コマガダケスグ1)･････-･･････-････-- -･-･.･ ･････=13

コミネカエヂ

コメバツガザタラ属 - - - ･-･-‥一･- ･- - -=･･-21

コメ){ツガザクラ･･ ････.･･- -- ･▲･･･.･････-････-･･･21

ココウラクツツ

サビ}1ナナカマド･･ ･･･････-----････ ･･.･･･-･･･････'15

サルナ.y属

サワグル ミ属

サワ〆ル

サワダツ

シナ}キ科

シナノキ属

シラカソバ属

シラ

シテタマ′キ属

シテタマノキ

ソウシカ

タラノキ属

ダソコウ}<イ

チシマザサ

チチブドウダソ

チygF'ルマ

ツガザタラ属

ツガザクラ

ツクバネウツギ属･------- - - - - - - -23
ツクバネウ

ツツジ属

ツT)バナ

23

19

20

16

ツルウメモ ドキ属--･--･-- ･･･- ･･- - -- ･-16

ツルウメモ ドキ

ト

トウゴクミツ バツツジ--･････････-･-･･- ･･････････=20

ドウダンツツジ属･- ･･-･- ･-･- ･･-･- --･=-21

ナ

ナガ)1'ノヤマダルマ- ･ ･･････- -･-････-･-.･- ･････12

ナナカマド属

ナンキンナナカマド- -･･ ･･････---･････- ････････15



4

3

6

6

1

1

2

2

1

2

1

1

1

1

2

2
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7

7ウ1)ソウメモ 7tキ- .････ ･･-･･･-･･･････.･ ･･････. ･･････16

フサザタラ科

フサザタラ属

フサずタラ

ブドウ科

ブドウ属

8

3

9

9

1

1

1

1

●ネマガリダケ

)マイカツツジ

ハウチワカニ

ハクサy シャクナゲ･････ ･･-‥･････ ････-･･- ･･ ･･･ .･･････20

バツ

9

9

1

4

9

9

9

9

0

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

ヒ

ヒナハウチハカェデ - ･- ･ ･---------･‥--17

ヒノキ科

ヒノキ属

ヒPハ′ツリバナ-- -=-- --･- -･--- --･16

マメずタラ

マンサク科

マンサク属

8

7

8

4

6

3

3

3

1

1

1

1

1

1

15

19

19

19

ll

ll

12

18

14

21

21

22

ミヤマウラジpイチゴ･- - - ･---- - ･･-･--14
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ミヤマガマオ

ミヤマずクテ

ミヤマシキミ属

ミヤマシグレ

ミヤマ-ソ/千

ミヤマホツツジ

ヤシヤプS/

ヤチダモ

ヤナギ科

3

4

5

3

1
9

8

2

1

1

2

1

1

1

ヤ-ズ-ソノキ

ヤマダルマ属

ヤマコウバシ

ヤマブドウ

0

1

2

2

3

0

8

7

1

1

1

1

1

2

1

1

●



容
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--ー~､小ヽ-一丁､11

学部構内より西駒演習林を望む

最高所が将棋頭山 (2,640m)(31.12)

西的演習林望学舎から,木学部,伊都市,八ヶ岳連峰を望む (31.8)
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蝶々担日加から見た長尾限 (31.8)

長尾供上部の林相

ノラベ, オオ ノラベ, コ メソ机 ミヤ - ノ､ソ ノキ (31.8)
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長尾倶下部のオオシラベ,オガラパナ,

ソウシカソ'{(31.8)

長堅隈で,-3,サンンヤクナデと混生す るヒノキ,下生は

ミヤでノ･ソノキ,オオバスノキ (31･8)


